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横尾忠則「ターザンがやってくる（青）」（1974年） 

 

９
きゅー

・引力～新たなるコレクション、 ぜんぶ魅
み

せます～ 
2026 （ 令和８） 年 9 月 26 日[土]～11 月 29 日[日]  

 

 

 

〒308-0031 筑西市丙372 番地(アルテリオ 3 階) 

TEL 0296-23-1601／FAX 0296-23-1604 Email datebi@city.chikusei.lg.jp  



 
 

 しもだて美術館は 2003 年に開館して以来、板谷波山、森田茂といった茨城県にゆかりのある作家を核

に収集しつづけ、現在約600点以上にまでコレクションを拡充してまいりました。 

 本展では近年新たに収蔵された、浅香鉄心、安齋肇、加守田章二、菅井汲、藤本能道、松井康成、松井

康陽、安増千枝子、横尾忠則ら９人の作品を一堂に初お披露目いたします。 

安齋肇は「えとえのえほん展」（2020年）、浅香鉄心は「書の美展 受け継がれるバトン～浅香鉄心から

星弘道・吉澤鐵之へ」（2024）を開催したことを機に収蔵されました。 

 9 人の作家が不思議な引力によって収蔵され、当館がこれまで培ってきたコレクションの奥行きを一層

深め、また新たな視点をもたらすものと確信しております。 

 これから新収蔵品によるストーリーがどのように展開され、紡ぎだされていくのか。本展では油彩画・

陶磁器・版画・書そして現代美術まで様々なジャンルの新収蔵作品97点を中心に、関連作品を併せてご紹

介いたします。 

 

 

1. 近年収蔵された97点すべて初公開。筑西市の豊かな文化振興を改めて感じる機会になります。 

2. 1970年代の横尾忠則による代表的なシリーズ作品が揃って収蔵されました。その迫力をご堪能ください。 

3. 会期中は「９・引力」にかけて、9月生まれの方にはお得な団体料金でご入館いただけます。 

また、隣接する板谷波山記念館と併せて11月8日（日）は無料入館とします。 

 

 

 

1. 展覧会名 ９
きゅー

・引力～新たなるコレクション、ぜんぶ魅
み

せます～ 

2. 会  期 令和８年9月26日[土]～11月29日[日] 65日間(実質56日) 

休館日：月曜日(ただし、10/12、11/23は開館し、翌日休館) 

3. 開館時間 午前10時～午後６時（最終入館は閉館30分前まで） 

4. 入 館 料 一般500円／団体(10人以上)450円／高校生以下無料 

※ 障がい者手帳等をご提示の方と付添いの方１名様は無料です。 

※ 毎月第3日曜日「家庭の日」(10/18、11/15)は高校生以下のお子様連れのご家族は無料です。 

※ 本展会期中発行の板谷波山記念館入館券の半券提示で390円。 

※ 11月8日（日）は無料入館日です（近隣の板谷波山記念館も無料開放しています）。 

※ 【9（引力）割引】 9月生まれの方は団体料金でご入館できます。受付にて生年月日を証明できるもの 

をお持ちください。 

5. 作品点数 約100点 

6. 出品作家 9名（50音順） 

浅香鉄心、安齋肇、加守田章二、菅井汲、藤本能道、松井康成、松井康陽、安増千枝子、横尾忠則 

7. 会  場 しもだて美術館 

〒308-0031 茨城県筑西市丙372番地(アルテリオ3階) 

展覧会概要 

展覧会のみどころ 

開催概要 



TEL 0296-23-1601 FAX 0296-23-1604 

担当 橋本 空樹（学芸員） 

8. 主  催 筑西市／筑西市教育委員会 

9. 後  援 茨城県 

10. 交通案内 

鉄道：ＪＲ水戸線・関東鉄道常総線・真岡鐵道真岡線 「下館駅」北口から徒歩8分 

自動車：東北道 佐野藤岡 ICから国道50号で約60分 

圏央道 常総 ICから国道294号で約40分 

常磐道 谷和原 ICから国道294号で約60分 

北関東道 桜川筑西 ICから国道50号で約20分 

※地下駐車場（96台）をご利用ください。 

 

【展覧会概要50字程度 要約】 

浅香鉄心や安齋肇ら9人の新収蔵品97点を初公開。多彩なジャンルの名品を関連作品とともにご紹介します。 

【展覧会概要100字程度 要約】 

浅香鉄心、安斎肇、加守田章二、菅井汲、藤本能道、松井康成、松井康陽、安増千枝子、横尾忠則ら９名の作

家による新収蔵作品97点が、このたび初公開となります。油彩画から現代美術まで幅広くご紹介します。 

 

 

・【対談イベント】 ＜ふたりの陶芸家 松井康陽 氏 × 福野道隆 氏＞ 

 茨城県ゆかりの陶芸家・松井康陽氏と福野道隆氏による対談。作家ならではのエピソードや、陶芸の魅

力を語っていただきます。  

 日 時：10月11日（日） 14：00～ 

 場 所：アルテリオ2階 会議室 

 定 員：70名 

参加費：無料（要入館券） 

 ＜申込フォーム＞  

８月17日[月]午前10時より右記の二次元コード又はしもだて美術館    

ホームページより申込みください。 

※1回の申込みにつき２名様まで。申込みフォームの案内に従って申込みください。 

 

・学芸員によるギャラリートーク 

 日時：10/４[日]、11/８[日] 14：00～ 

 会場：しもだて美術館展示室 

 定員：なし（申込み不要、要入館券） 

 

・Q・引力クイズ！ 

 クイズに正解した方にはステキなプレゼントを差し上げます     

  

関連イベント 



 

No.1 浅香鉄心 

「平成」（1989年） 

No.２ 菅井汲 

トランプシリーズ「クィーン」（1978年頃） 

No.3 横尾忠則 

「ターザンがやってくる（青）」

（1974年） 

   

No.４加守田章二 

「一九七三鉢」（1973年） 

No.５ 藤本能道 

「草白釉釉描色絵金彩 月下五位鷺図八角大筥」

（1989年頃） 

No.6 松井康陽 

「練上壺」(2000年頃) 

 
 

  

 

 

No.7 松井康成 

「堆瓷文方壺 銘 冬暁」

(1983年) 

No.8 安増千枝子 「古い壁」（1990年） 

  

No.9 安齋肇「しもだてにきた。」（2020年） 

 

【画像提供に関する注意】 

・デジタルデータでご提供いたしますので、ご希望の番号（No.1～９）を指定してください。 

・著作者へ掲載許可を頂く関係上、ご提供までお時間を頂戴します。あらかじめご了承 

ください。 

・画像使用の際には、キャプションを表記してください。その際＜©齋藤さだむ＞の表記 

をお願いいたします。 

・画像の二次使用または、無断での作品のトリミング等は固くお断りいたします。使用後

は画像データの削除をお願いいたします。 

・画像を掲載した印刷物は、しもだて美術館に ３部ご恵与ください。 

画像提供 


